
子どもたちの発達からとらえる養護教諭の関わりと保健室の役割
~保健室来室記録から見えてくる子どもたちの姿~

養護教諭石川世津子

はじめに

満開のさくらの季節、幼稚園の幼い子どもたちと出会い・・。小さな、小さな人間が、走り

回って、笑い合っている。遊びまわる小さな体の中、いっは゜いに満たされている弾む心。

私にとって、幼児との出会いは、驚きと、感動の瞬間だった。

「先生、(幼稚園に行くことは)ご褒美だよ。」そんな言葉で、私を送り出してくれた前任地

の中学生の子供たち。「もう一度幼稚園(こども)に戻りたいー・。」そうつぶやいた保健室

来室の生徒。成長した体の中に、満たされぬ心を今も持ち、繰り返し繰り返し、保健室を訪れ

る、多くの子供たち。いったい何を満たしきれず・獲得せずにこの子たちは、成長してしまっ

たのだろうか。

人間形成の基礎を培う幼児期の、発達の芽生えに目を向け、プロセスを追っていきながら、

子どもたちが、私(養護教諭or身近な保育者以外の大人)に、どのような時、何を求めてき

て、それにどう関わったかを、保健室来室記録から捉えることにより、養護教諭の関わりと、

保健室の役割を探っていきたいと思う。

保健室来室記録について

要イ牛・怪我の手当・具合が悪い・付き添い・お話・何となく・困り事・連絡・用事

来室時間・・年少、年中、年長に分け、固有名詞で、時間事に記録、異年齢で来室した時は、

記号=などで記入

気づき・・・表情、表現、どういうことを感じているか、など、何でも記入。

月

0当初は保健室にやってくる幼児を、おもしろく俳雁料こ見え)思い、メモ書きのつもりで記

録していたが、遊びを中心に展開される子どもたちの日常の中で、保健室の中にいる養護教

諭ではなく、時として、園内にいる担任以外の大人、歩く(移動)保健室としての気づき、

子どもたちとの関わりも記録していった。

0来室の要件は、《12年度保健室における子どもたちの実態》をふまえ、<怪我の手当>く具

合が悪い>・<付き添い>・<お話>・<何となく>・<困り事>・<連絡>・<用事>・の 8つに分け

た。
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.初めて養教が話しかけた時、強い緊張感を現し、動きを止めた。養教が
去った後、「だれ?」と、事務員さんに聞く。

・安定した、一時の居場所(事務室)より、担任に連れられて、集団の場
(お帰り絵どのお集まり)へ向かうときC 餌を横に向け、目をっり上げ
た表情をする。

中

J児との
リレーション
《信頼関係》
づくり

下

コ でお

5

、

':司ゞ霧堂お'F'デが開て羌でt、"蛭墨程捌じぞい羌郊二一EOSEぢ1'ら't'Υテ1Ξ'
背を向けて座り、折り紙をしながら、お話ししたり、ひととき自分の世
界で遊んだ後、庭に出て、ひとりで固転車に乗る姿邪見られるようにな
つてきた。

.クラス環境の変化により、再び、事務室との関わりを深める。

J

中

している
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・登園を行き渋るため欠席、との連絡が保護者からはいる。

・登園後、担任と 1:1でふれあい(絵本を読んでもらう)、その後、事
務室で、お絵かき、折り紙、お話しをして過ビす。

.4月以来、初めて保健室に来る。保健室入り口、本棚の角に小さく固ま
つて座っそいる。しばらくその、ま座った後、事務室へ行く。
2日~3日、登園・保育者と過ごす→保艇室文は事務室→お粂まり・降
園が続く。保健室では、座ったままか、養教の動きを見ている。

「積み木がしたい。」と言うL部屋の入り口、本棚の角。体で囲うよう
にして場所を7乍6、小さく楡く、上にとがった形に積み、げる。ーつ作
つては、養教の顔を見る。そして積み木を壊す・・を繰り返す
「こわしてぃい?」と言うので、rJ ちゃんが壊したかったら壊しても

いいよ。」と言うと、「がおぉー!!」といいながら、足で蹴散らし
壊す。之の姿がおがしく養教が笑うと、 J児初めて、天声で笑う。

':裸侮堂花:'楢み芋苫モyゞぢがい添V市¥J'甘花't閥、グ尚一莱堂。'ーーーーー
積み木、お絵かき、折り紙、工作をして過ごす。
(この問、同年齢:異年齢b子どもの、来璽が:らるが、関わることなく

過ヨす。遊びに夢印のあまり、周りが見えないのでは畭く、 J兎の緊張
状愈が、他の子を受け入れらhないように感じられる)

.折り紙をしながら、お話をする。「・・おとうさんときたよ・・」「00
0 (J児弟)が泣いたの・・j hど。 J児と家族の話。

.保健室に他の子(同年齢・異年齢)が居ても、そっと入ってきて遊んで
いく。共有はしない。作った折り紙、お絵かきは、お母さんのプレゼン
トに持って帰る。

下

やつ。、 ーコ、^

言うんだ・・よろしくね。」と言葉をかける。その後、事務室
で姿を見かけるたびに、、お絵かきを話題にしながら、話しか
けたり、折り紙を見せてもらい「ヘー、おもしろい物作った
ねー、すごいね!」など、 J児との関わりを持つようにした。
J児が返事をする前に、必ず事務員さん、校務員さんを見
ることなどから、場所としての事務室と、そこでの大人との
関わりを、本児がよりどころにしていることに気ノづく。
J児と、事務員さん、校務員さんとの話題に加わることに

り、 J児との話題の共有、場の共有、思いの共有を図るよ
う関わる。

し、

ノ、、

※

の

J児の実態
と担任の願
いのあゆみ
よりを模索

7 '"J重裟'堂ぞお徐牛・'だ嚇て"""'、'
(J児の様子をたぴたび聴く)

・保育研究の時、 J児について
話題となる。

、η一
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「たん1全ぽさんの先生かと思、つたんでしょう。残念でした。」

など、会話の中に、担任を意識した言葉を入れていく。

・事務室で姿を見かけるたびに、、お絵かきを話題にしながら、
話しかけたり、折り紙を見せてもらい「今度は、こんな物作

ちゃんって、いろんな事出来るんだねー」なつたんだ
ど話しかけ、 J 児との関わりが深まっていくよう配慮する。
しかし、「たんぽぽの 00ちゃんも、☆☆していたよ」など
子どもたちゃ、担任とふれあわせようとすると、とたんに距
籬を置こうとする。

※
受容・傾聴
による身体
症状の緩和

中

※

受容・傾聴・
共感し、感情
を共有しな
がら関わりを
大切にし信
頼関係を深
めていく
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わからない子どもについつ、

教えて・・。」と担任にて、

ことにより、 J児が年少聞く
時から、事務室を一時の居場
所にしていたこと、前担任か
ら引続き、新しい環境の中で、
不安定なJ児を見守ってる事
を知る。

・集団の場では、担任に、しが
みつくことはないが、膝の上
や、ぴったりくっつく姿が見
られることを聞く。

・事務室でのJ児の様子を担任

伝える。
・J児の選んだ場(事務室)ヘ
の関わり。

・新担任の願いを聞く

担任に読んでもらった本を持ってきて、「☆☆の本を読んでも
らったよ。」と事務室で話しかけてくる。「00先生に読んで
もらったんだ、よかったね。」と返すと・・「お膝の上でね。」
と言う。

「おはよう、 J ちゃん。今日も、あえてうれしいわ。」「・・ー。」

※

か
の

・保健室に来だしてから、初めて自分で動き出す。
・J児が作っている問、その仕草を、見守るようにする。

・J児のそのままの姿を受け入れ、見守る。
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Π一
※

受容・傾聴

・幼い表現、切れ切れの言葉であるが、折り紙遊びをしながら、
J児の緊張感が解け、言葉(思、い)が流れ出てきているよう
に感じる。・「お父さん来たの。」・「0ちゃん泣いたんだ・・」
とケゆっくり合図地をう弓ながら、思いをくみ岐れるよう聴
く。

貼ったり、切ったり、笑ったJ 児といっしょに、書いたり、
り、驚いたり、・一緒に楽しみ、 感動したりする。

※

担任との共
通理解

・担任と保護者の話し。

・担任の願いを聞く

・登園後、担任とJ児とのふれ
あい。

・事務室での様子を聴く
(J児の様子をたびたび聴く)

d児の個有
の発達課題
を探る

※

他の職員と
の連携

※

の

し
つ
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・積み木で、『僕のお家』をつくる。

<別紙写真参照>

・一人遊が充実し深まっていく。

・遊びを通して、他の子どもとの関わりがでてくる。(積み木・年中)
・お絵かきを、ボードに唄古って」と言う。
・年長の遊びをまねてみる。
保健室でお手伝いをしてくれる。(初めは、養教のお手伝い。 徐々に、
他の子の困り事への援助へと変粉ってぃ之)

・子ども同士の関わりの中で、「いやだ・やめて」などの言葉が出てくる。
・いたずら・悪さ・が始まる。

(初めは、 J児が本来持っている、いたずら心が出てきた様な、いたず
ら。徐々に、見て学んだような、悪さを、時々表現してくる様iこなって
くる。)

※

'ず' '栃 ':葆健釜莱釜':'1'Cミだ子'ぢ方:ぢ"誤賜:"、'"""""""'"""、""""""'"

・保健室来室した他の子どもたちとの関わりから、遊びが外(広がりを持
つてくる)へ向かっていく。
一人遊び→他の子と一緒に
一諸に遊びたいと思う子のまね→一緒に遊ぶ
遊びたい子を探しに保健室へ→一緒に遊ぶ

・養教との関わりも、 7月、一月分の関わりを短いスパンで繰り返す。

・登園後、担任と一緒に過ごしその後すぐ、同じクラスの子どもと、園庭
で遊ぶ;重務室・保健室来室なし

・頑張っているけど、ちょっとくたびれたの・・という感じで時々来室。
積み木、お絵かき・折り紙を少しした後、 遊びに向かっていく。(時に
は、教書実習生を案内してくる。)」

・遊びの途中で時々来室
・遊びと遊びの問に、事務室・保健室での関わりを入れている姿が見られ
るが、ほんの一時、ふれあった後、遊びに向かっていく。

中

下

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

自信を持ち、
゛児が自分を
表現すること
が出来るよう
に支援する

J児が他の子どもとの関わりの中で、困った事、嫌な事など
に対した時、遊びが止まるときがある。その様松時のみ、援
助していく。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

僕の作った物も貼って・・と言う思いと、作品を通して、他
の子に僕を見て・・と言うJ児のメッセージを感じる。
他のこの姿をまねてみ易事から、保健室の中どいう疾い空間

・遊ぴの途中で時々来室
・遊びと遊びの問に、事務室・保健室での関わりを入れてぃる姿が見られ
るが、ほんの一時、ふれあった後、遊ぴに向かっていく。

・保健室と事務室の役割が、 J児の中で分かれて来る。

ではあるが、その中で、他の子どもたちとの関わりにおいて、
J児の安定Lた心情を感じる。

・J児のやりたいことを、大目に見ながら、肯定的に認め温か
く見守る

・おおらかに受け止める一方、他の子と同じように、厳しくい
さめることもある。が、 J児の気持ちの中に、悪さを繰り返
すことにより、信頼感を試している様な(これでも僕を見捨
てない?)、思いを感じる。

":'互學朔三1'ごド:'マ、ごぶぢ錯琵τ3'だお驗':":':'エ;ミぢぽこ"ー
怒るより先に、おかしくて笑うほかない・・。

繰り返しの中に、 J児とJ児のありのままの姿を受け入れる
大人との関わりが、揺るぎない信頼と愛情を感じさせ、安定
させることによりt(自分の力を出したいという欲求が生まれ)
J児が本来持つ力が育ち、それを保健室という場で出会った
小集団の中で確かめ、自信を持ち、より広い場で(集団の子
どもたちの中)、自分を表現できるようになってぃったのでは
ないかと気づく。

・J児の来室を受容し、言葉に耳を傾ける。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

・子ども同士で遊ぶ姿、おもしろいこと、楽しいことを友達との遊びの中
で見つけていく姿。

・事務室での一時と、集団での自分との折り合いを付けていく姿。

・自分が出来る様になったことを見せに来る(こま)1

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

__^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

遊んでいる内に、他の子どもとの関わりの中で生じたストレ
ス、緊張、不安を、安定させるために来室するのではないか
ととらへ、 J児の来室を受容し、言葉に耳を傾ける。 但し、
保健室で遊び込むことがないよら1三配慮する。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

・遊んでいる内に、他の子どもとの関わりの中で生じたストレ
ス、緊張、不安を、安定させるために来室するのではないか
ととらへ、 J児の来室を受容し、言葉に耳を傾ける。

・遊びに向かう前の一時の居場所としての事務室・
集団の中の出来事に対して、困り事、心配事、すごいことなど
を聴いて欲しいときに来室ヲ、る保健塗・・なー、岑J児が来室
(養教・大人)したのか、何を求めているのかを感じれるように
話を聴き、 J児の心情iこ共感し、答えてぃく。ー

・なぜ、今J 児が来室(養教・大人)したのか、何を求めてぃ
るのかを感じれるように話を聴き、 J児の心情に共感し、
答えていく。

・ J児の良さを認め、励ます。

※
本質の肯定
受容・傾

共感・
、有

" 1重霧堂ぞお徐牛!だ嚇て"""'、"
(J児の様子をたびたび聴く)

※

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

スキル訓練
援助・支援

※

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

有能感・達
成感への支
援

本質の肯定
により、安
心感・信頼
感を育む

J児と教育実習生との関わり
を担任配慮

※

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

・事務室での様子を聴く

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

・事務室での様子を聴く

※

・事務室での様子を聴く

受谷
共感

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

・傾聴
共有
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子どもたち一人ひとりには、それぞれの家庭や、家族、身体的発達や、健康、気質(性格)

や能力など、個有の発達の課題を持っている。時期時期の発達課題と、個有の発達課題の、

両者の解決(乗り越え??)が健やかな発達にっながるのではないか。積み上げても、支え

ても、崩れていく心とは、幼児期のどこかで、両者の、発達の課題を乗り越えられずに、成

長した姿ではないだろうか?

J児との関わりの過程において、私(養教)が、常に持ち続けた思いは、今、その瞬間のJ

児を理解していきたいという思いだった。ありのままの姿を受け入れ、幼い言葉のっぶやきの

中から、言葉でない表情・行動という表現の中から、彼の思いを聴き、喜びゃ、楽しさ、悲し

み、などを、共に感じ、その時々の姿に、思いを返していく。繰り返し、受容、傾聴、共感、

共有していく関わりの中で、 J児は安心感を持ち、何をしょうかと、考え始め、自ら行動して

いったように思う。

J児への、気づきゃ、関わりは、私(養教)一人の気づきではなく、担任の気づきでもあ

り、幼稚園全教職員の気づきではないかと思う。共通理解とか、連携ということも、「今日、

00ちゃん、☆☆だっつたよ・・。」という何気ない日常の会話の中で、その子により多くの目

が向き、その子の声(言葉・表現)に耳を傾け、姿をとらえ(見守り)、子どもは、自分を見

つめてくれる温かい思いを感じる中で、心を開き、自分を出していくのではないか。

わかってもらえる、わかろうとしてもらっていると感じるだけで、安心感 q言*動が生ま

れ、子ども自ら、自分本来の姿で、歩んでいくのではないかー・。私(養教)の気づきは、一方

向からの気づきではあると思うが、それを言葉に出し、たくさんの職員で、それぞれの立場

(専門性)を通して、いろいろな見方で子どもを捉えることにより、ひとりの子どもの理解も

深まっていくのではないだろうかと、思っている。
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おわりに

0おもしろい・ー、ふしぎだー・、なんでこうなるの??わくわくして、どきどきすることが、私

のものの見方、捉え方・・ーー。

子供たちの姿から、様々なことを学び、(子供たちに教えられ)、私自身を丸ごとそのまま受

け入れてもらえた幼稚園の一年。気づき、と、記録の寄せ集めから、何とか、何かを見っけた

いと思いました。養護教諭として、養護教諭の役割をどう考え、幼稚園の中で、保健室のあり

方をどう位置づけるか、養護教諭としての職業的アイデンティティをしっかり持つことによ

り、子供たちが見え、教えてくれるのではないかと思っています。
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